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(57)【要約】
【課題】入力に対する応答を周囲の状況に応じて変化さ
せて出力することができる入出力装置を提供する。
【解決手段】音声認識装置１において、マイク２から出
力された音声信号のレベルをレベルチェック部３１が検
出し、ユースケース判断部３３が、検出された音声信号
レベルが予め定められた音声信号レベルより小さいか否
か判断する。そして、検出された音声信号レベルが予め
定められた音声信号レベルより小さい場合は、スピーカ
から出力される音を小さくするとともに表示デバイスの
輝度を低下させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発話した入力音声を集音する第１集音手段と、
　前記第１集音手段が集音した前記入力音声を音声認識手段に出力する第１出力手段と、
　前記音声認識手段からの応答を取得する応答取得手段と、
　前記応答取得手段が取得した前記応答を出力する第２出力手段と、
　前記第１集音手段が集音した前記入力音声の音声レベルである入力音声レベルを検出し
、その入力音声レベルを予め定めた所定の音声レベルと比較する音声レベル比較手段と、
　前記音声レベル比較手段が比較した前記入力音声レベルが前記所定の音声レベルよりも
小さい場合に、周囲から前記応答が認識しにくくなるように前記第２出力手段の出力を変
化させる制御手段と、を有することを特徴とする入出力装置。
【請求項２】
　前記第２出力手段は、前記応答を音として出力する音声出力手段を有し、
　前記制御手段は、前記音声レベル比較手段が比較した結果が、前記所定の音声レベルよ
りも小さい場合に、前記音声出力手段から出力される音を小さくすることを特徴とする請
求項１に記載の入出力装置。
【請求項３】
　前記第２出力手段は、前記応答を画像として表示する表示手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記音声レベル比較手段が比較した結果が、前記所定の音声レベルよ
りも小さい場合に、前記表示手段の表示を停止させるとともに、前記音声出力手段から出
力される音を小さくすることを特徴とする請求項２に記載の入出力装置。
【請求項４】
　前記第２出力手段は、前記応答を音として外部音声出力手段から出力させるための出力
インタフェースを更に有し、
　前記制御手段は、前記音声レベル比較手段が比較した結果が、前記所定の音声レベルよ
りも小さい場合に、前記出力インタフェースのみに前記応答を出力させることを特徴とす
る請求項３に記載の入出力装置。
【請求項５】
　前記第２出力手段は、前記応答を画像として表示する表示手段を有し、
　前記制御手段は、前記音声レベル比較手段が比較した結果が、前記所定の音声レベルよ
りも小さい場合に、前記画像が周囲から認識しにくくなるように前記表示手段の表示を変
化させることを特徴とする請求項１に記載の入出力装置。
【請求項６】
　前記第２出力手段は、前記応答を音として出力する音声出力手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記音声レベル比較手段が比較した結果が、前記所定の音声レベルよ
りも小さい場合に、前記音声出力手段の出力を停止させるとともに、前記画像が周囲から
認識しにくくなるように前記表示手段の表示を変化させることを特徴とする請求項５に記
載の入出力装置。
【請求項７】
　発話した入力音声を集音する第１集音手段と、
　前記入力音声以外の周囲音を集音する第２集音手段と、
　前記第１集音手段が集音した前記入力音声を音声認識手段に出力する第１出力手段と、
　前記第２集音手段が集音した周囲音の音声レベルである周囲音レベルを検出する周囲音
レベル検出手段と、
　前記音声認識手段からの応答を取得する応答取得手段と、
　前記応答取得手段が取得した前記応答を出力する第２出力手段と、
　前記第１集音手段が集音した前記入力音声の音声レベルである入力音声レベルを検出し
、その入力音声レベルと前記周囲音レベル検出手段が検出した前記周囲音レベルとの比を
算出する比算出手段と、
　前記比算出手段が算出した前記比が予め定めた所定の値よりも小さい場合に、周囲から
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前記応答が認識しにくくなるように前記第２出力手段の出力を変化させる制御手段と、を
有することを特徴とする入出力装置。
【請求項８】
　発話した入力音声に対して音声認識手段からの応答を出力する入出力装置における入出
力方法であって、
　前記入力音声を集音する第１集音手段が集音した音声の音声レベルである入力音声レベ
ルを検出し、その入力音声レベルを予め定めた所定の音声レベルと比較する音声レベル比
較工程と、
　前記音声レベル比較工程で比較した前記入力音声レベルが前記所定の音声レベルよりも
小さい場合に、周囲から前記音声認識手段の応答が認識しにくくなるように、前記応答の
出力を変化させる制御工程と、を含むことを特徴とする入出力方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の入出力方法をコンピュータにより実行させることを特徴とする入出力
プログラム
【請求項１０】
　請求項９に記載の入出力プログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ読み取り
可能な記録媒体。
【請求項１１】
　発話した入力音声に対して音声認識手段からの応答を出力する入出力装置における入出
力方法であって、
　前記入力音声を集音する第１集音手段が集音した音声の音声レベルである入力音声レベ
ルを検出し、前記入力音声以外の周囲音を集音する第２集音手段が集音した周囲音の音声
レベルである周囲音レベルを検出し、前記入力音声レベルと前記周囲音レベルとの比を算
出する比算出工程と、
　前記比算出工程で比較した前記比が予め定めた所定の値よりも小さい場合に、周囲から
前記音声認識手段の応答が認識しにくくなるように、前記応答の出力を変化させる制御工
程と、を含むことを特徴とする入出力方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の入出力方法をコンピュータにより実行させることを特徴とする入出
力プログラム
【請求項１３】
　請求項１２に記載の入出力プログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ読み取
り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発話した音声を認識する音声認識装置等に用いる入出力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、車載機器や携帯機器等において、ボタン等の操作が不要で、音声のみで簡単に操
作できるようにするため、音声認識装置（音声認識機能）が内蔵されているものが多い。
【０００３】
　この種の音声認識装置においては、入力音声に対して、入力音声に対応する処理結果を
音声情報や画像等の表示情報で応答として出力したり、入力を受け付けた旨や認識結果等
の応答を音声情報や表示情報で出力したりする。このような応答の方法は、発話者の周囲
の状況を考慮せずに、例えば、一定の音声レベルや一定の輝度など必ず決められた方式で
行われていた。
【０００４】
　音声認識装置で発話者の周囲の状況を考慮して動作する方法としては、特許文献１に記
載の方法が一例として挙げられる。特許文献１に記載の音声認識装置は、携帯型情報端末
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装置の使用状態に応じて入力した音声レベルを適切なレベルに増幅し、認識率低下の防止
を可能としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４２９９７６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の音声認識装置では、発話者の周囲の状況を考慮せずに、必ず決められた方式で応
答するので、発話者が周囲の人間に応答の内容を、聞かれたくない、又は、見られたくな
い、といった場合には対応できず音声認識装置の利用を控えるしかなかった。そのため、
そのような状況ではボタン等による操作を行わなければならず不便に感じるという問題が
あった。
【０００７】
　特許文献１に記載された音声認識装置は、あくまで認識率低下を防止するために、入力
音声レベルを制御するものであり、上述したような音声認識装置からの応答については何
ら考慮されていない。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述した問題に鑑み、例えば、入力に対する応答を周囲の状況に応
じて変化させて出力することができる入出力装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、発話した入力音声を集音する第
１集音手段と、前記第１集音手段が集音した前記入力音声を音声認識手段に出力する第１
出力手段と、前記音声認識手段からの応答を取得する応答取得手段と、前記応答取得手段
が取得した前記応答を出力する第２出力手段と、前記第１集音手段が集音した前記入力音
声の音声レベルである入力音声レベルを検出し、その入力音声レベルを予め定めた所定の
音声レベルと比較する音声レベル比較手段と、前記音声レベル比較手段が比較した前記入
力音声レベルが前記所定の音声レベルよりも小さい場合に、周囲から前記応答が認識しに
くくなるように前記第２出力手段の出力を変化させる制御手段と、を有することを特徴と
している。
【００１０】
　請求項７に記載の発明は、発話した入力音声を集音する第１集音手段と、前記入力音声
以外の周囲音を集音する第２集音手段と、前記第１集音手段が集音した前記入力音声を音
声認識手段に出力する第１出力手段と、前記第２集音手段が集音した周囲音の音声レベル
である周囲音レベルを検出する周囲音レベル検出手段と、前記音声認識手段からの応答を
取得する応答取得手段と、前記応答取得手段が取得した前記応答を出力する第２出力手段
と、前記第１集音手段が集音した前記入力音声の音声レベルである入力音声レベルを検出
し、その入力音声レベルと前記周囲音レベル検出手段が検出した前記周囲音レベルとの比
を算出する比算出手段と、前記比算出手段が算出した前記比が予め定めた所定の値よりも
小さい場合に、周囲から前記応答が認識しにくくなるように前記第２出力手段の出力を変
化させる制御手段と、を有することを特徴としている。
【００１１】
　請求項８に記載の発明は、発話した入力音声に対して音声認識手段からの応答を出力す
る入出力装置における入出力方法であって、前記入力音声を集音する第１集音手段が集音
した音声の音声レベルである入力音声レベルを検出し、その入力音声レベルを予め定めた
所定の音声レベルと比較する音声レベル比較工程と、前記音声レベル比較工程で比較した
前記入力音声レベルが前記所定の音声レベルよりも小さい場合に、周囲から前記音声認識
手段の応答が認識しにくくなるように、前記応答の出力を変化させる制御工程と、を含む
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ことを特徴としている。
【００１２】
　請求項９に記載の発明は、請求項８に記載の音声認識方法をコンピュータにより実行さ
せることを特徴としている。
【００１３】
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載の音声認識プログラムを格納したことを特
徴としている。
【００１４】
　請求項１１に記載の発明は、発話した入力音声に対して音声認識手段からの応答を出力
する入出力装置における入出力方法であって、前記入力音声を集音する第１集音手段が集
音した音声の音声レベルである入力音声レベルを検出し、前記入力音声以外の周囲音を集
音する第２集音手段が集音した周囲音の音声レベルである周囲音レベルを検出し、前記入
力音声レベルと前記周囲音レベルとの比を算出する比算出工程と、前記比算出工程で比較
した前記比が予め定めた所定の値よりも小さい場合に、周囲から前記音声認識手段の応答
が認識しにくくなるように、前記応答の出力を変化させる制御工程と、を含むことを特徴
としている。
【００１５】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１１に記載の入出力方法をコンピュータにより実行
させることを特徴としている。
【００１６】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１２に記載の入出力プログラムを格納したことを特
徴としている。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施例にかかる入出力装置の構成図である。
【図２】図１に示された入出力装置の動作のフローチャートである。
【図３】本発明の第２の実施例にかかる入出力装置の構成図である。
【図４】図２に示された入出力装置の動作のフローチャートである。
【図５】本発明の他の実施例にかかる入出力装置の構成図である。
【図６】本発明の他の実施例にかかる入出力装置の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態にかかる入出力装置を説明する。本発明の一実施形態にかか
る入出力装置は、発話した入力音声を集音する第１集音手段と、第１集音手段が集音した
入力音声を音声認識手段に出力する第１出力手段と、音声認識手段からの応答を取得する
応答取得手段と、応答取得手段が取得した応答を出力する第２出力手段と、を有している
。そして、第１集音手段が集音した入力音声の音声レベルである入力音声レベルを検出し
、その入力音声レベルを予め定めた所定の音声レベルと比較する音声レベル比較手段と、
音声レベル比較手段が比較した入力音声レベルが所定の音声レベルよりも小さい場合に、
周囲から応答が認識しにくくなるように第２出力手段の出力を変化させる制御手段と、を
更に有している。このようにすることにより、入力音声の音声レベルが小さい場合は、音
声認識の応答を周囲に聞かれたくない、又は、見られたくないと判断して第２出力手段の
出力を周囲から認識しにくくなるように変化させることができる。したがって、入力に対
する応答を周囲の状況に応じて変化させて出力することができる。
【００１９】
　また、第２出力手段は、応答を音として出力する音声出力手段を有し、制御手段は、音
声レベル比較手段が比較した結果が、所定の音声レベルよりも小さい場合に、音声出力手
段から出力される音を小さくしてもよい。このようにすることにより、音声認識の応答を
周囲に聞かれたくない場合にスピーカ等の音声出力手段から出力される音を小さくするこ
とができる。
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【００２０】
　また、第２出力手段は、応答を画像として表示する表示手段を更に有し、制御手段は、
音声レベル比較手段が比較した結果が、所定の音声レベルよりも小さい場合に、表示手段
の表示を停止させるとともに、音声出力手段から出力される音を小さくしてもよい。この
ようにすることにより、音声出力手段と表示手段の双方を有する際には、表示手段の表示
を止めてスピーカ等の音声出力手段から出力される音を小さくして出力することができる
。
【００２１】
　また、第２出力手段は、応答を音として外部音声出力手段から出力させるための出力イ
ンタフェースを更に有し、制御手段は、音声レベル比較手段が比較した結果が、所定の音
声レベルよりも小さい場合に、出力インタフェースのみに応答を出力させるようにしても
よい。このようにすることにより、音声認識の応答を周囲に聞かれたくない場合に、イヤ
ホンなどの外部音声出力手段のみから音を出力させることができる。
【００２２】
　また、第２出力手段は、応答を画像として表示する表示手段を有し、制御手段は、音声
レベル比較手段が比較した結果が、所定の音声レベルよりも小さい場合に、画像が周囲か
ら認識しにくくなるように表示手段の表示を変化させるようにしてもよい。このようにす
ることにより、音声認識の応答を周囲に見られたくない場合に、例えば、液晶ディスプレ
イ等の表示手段の輝度や視認角度などを変化させることができる。
【００２３】
　また、第２出力手段は、応答を音として出力する音声出力手段を更に有し、制御手段は
、音声レベル比較手段が比較した結果が、所定の音声レベルよりも小さい場合に、音声出
力手段の出力を停止させるとともに、画像が周囲から認識しにくくなるように表示手段の
表示を変化させてもよい。このようにすることにより、音声出力手段と表示手段の双方を
有する際には、音声出力手段からの音の出力を止めて表示装置の表示を認識しにくくする
ことができる。
【００２４】
　また、本発明の一実施形態にかかる入出力装置は、発話した入力音声を集音する第１集
音手段と、入力音声以外の周囲音を集音する第２集音手段と、第１集音手段が集音した入
力音声を音声認識手段に出力する第１出力手段と、第２集音手段が集音した周囲音の音声
レベルである周囲音レベルを検出する周囲音レベル検出手段と、音声認識手段からの応答
を取得する応答取得手段と、応答取得手段が取得した応答を出力する第２出力手段と、を
有している。そして、第１集音手段が集音した入力音声の音声レベルである入力音声レベ
ルを検出し、その入力音声レベルと周囲音レベル検出手段が検出した周囲音レベルとの比
を算出する比算出手段と、比算出手段が算出した比が予め定めた所定の値よりも小さい場
合に、周囲から応答が認識しにくくなるように第２出力手段の出力を変化させる制御手段
と、とを更に有している。このようにすることにより、発話者の周囲の状況を入力音声と
周囲音との比から判断することができる。つまり、発話した入力音声レベルと周囲音レベ
ルの比（Ｓ／Ｎ比）が小さい場合は周囲に人が多い状況であって小さい声で発話している
と判断できるので、音声認識の応答を周囲に聞かれたくない、又は、見られたくないとし
て出力手段の出力を変化させることができる。
【００２５】
　また、本発明の一実施形態にかかる入出力方法は、発話した入力音声に対して音声認識
手段からの応答を出力する入出力装置における入出力方法であって、入力音声を集音する
第１集音手段が集音した音声の音声レベルである入力音声レベルを検出し、その入力音声
レベルを予め定めた所定の音声レベルと比較する音声レベル比較工程と、音声レベル比較
工程で比較した入力音声レベルが所定の音声レベルよりも小さい場合に、周囲から音声認
識手段の応答が認識しにくくなるように、応答の出力を変化させる制御工程と、を含んで
いる。このようにすることにより、入力音声の音声レベルが小さい場合は、音声認識の応
答を周囲に聞かれたくない、又は、見られたくないと判断して応答の出力を変化させるこ
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とができる。したがって、入力に対する応答を周囲の状況に応じて変化させて出力するこ
とができる。
【００２６】
　また、上述した入出力方法をコンピュータにより実行させる入出力プログラムとして構
成してもよい。このようにすることにより、コンピュータを利用して、入力音声の音声レ
ベルが小さい場合は、音声認識の応答を周囲に聞かれたくない、又は、見られたくないと
判断して応答の出力を変化させることができる。したがって、入力に対する応答を周囲の
状況に応じて変化させて出力することができる。
【００２７】
　また、上述した音声認識プログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して
もよい。このようにすることにより、当該プログラムを機器に組み込む以外に単体でも流
通させることができ、バージョンアップ等も容易に行える。
【００２８】
　また、本発明の一実施形態にかかる入出力方法は、発話した入力音声に対して音声認識
手段からの応答を出力する入出力装置における入出力方法であって、入力音声を集音する
第１集音手段が集音した音声の音声レベルである入力音声レベルを検出し、入力音声以外
の周囲音を集音する第２集音手段が集音した周囲音の音声レベルである周囲音レベルを検
出し、入力音声レベルと周囲音レベルとの比を算出する比算出工程と、比算出工程で比較
した比が予め定めた所定の値よりも小さい場合に、周囲から音声認識手段の応答が認識し
にくくなるように、応答の出力を変化させる制御工程と、を含んでいる。このようにする
ことにより、発話者の周囲の状況を入力音声と周囲音との比から判断することができる。
つまり、発話した入力音声レベルと周囲音レベルの比（Ｓ／Ｎ比）が小さい場合は周囲に
人が多い状況であって小さい声で発話していると判断できるので、音声認識の応答を周囲
に聞かれたくない、又は、見られたくないとして出力手段の出力を変化させることができ
る。
【００２９】
　また、上述した入出力方法をコンピュータにより実行させる入出力プログラムとして構
成してもよい。このようにすることにより、コンピュータを利用して、Ｓ／Ｎ比が小さい
場合は、音声認識の応答を周囲に聞かれたくない、又は、見られたくないと判断して応答
の出力を変化させることができる。したがって、入力に対する応答を周囲の状況に応じて
変化させて出力することができる。
【００３０】
　また、上述した音声認識プログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して
もよい。このようにすることにより、当該プログラムを機器に組み込む以外に単体でも流
通させることができ、バージョンアップ等も容易に行える。
【実施例１】
【００３１】
　本発明の第１の実施例にかかる入出力装置を有する音声認識装置を図１および図２を参
照して説明する。音声認識装置１は図１に示すように、マイク２と、制御装置３と、外部
出力装置４と、を有している。
【００３２】
　第１集音手段としてのマイク２は、ユーザが発話した音声（入力音声）を集音して電気
信号に変換し音声信号として制御装置３に出力する。
【００３３】
　制御装置３は、レベルチェック部３１と、音声認識エンジン部３２と、ユースケース判
断部３３と、を有している。制御装置３は、例えばマイクロコンピュータ（マイコン）や
デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、あるいはＡＳＩＣ（Application Specific Int
egrated Circuit）などで構成されている。
【００３４】
　第１出力手段、音声レベル比較手段としてのレベルチェック部３１は、マイク２から入



(8) JP 2014-202808 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

力された音声信号を音声認識エンジン部３２に出力する。即ち、第１集音手段が集音した
入力音声を音声認識手段に出力する。レベルチェック部３１は、マイク２から入力された
音声信号のレベルを検出して入力音声レベルとしてユースケース判断部３３に出力する。
即ち、第１集音手段が集音した入力音声の音声レベルである入力音声レベルを検出する。
なお、本明細書における音声信号のレベルとは対象とする音の大きさを示し、例えば、音
声信号の振幅の最大値や平均値などを示している。
【００３５】
　音声認識エンジン部３２は、レベルチェック部３１から入力された音声信号をデジタル
信号に変換し音声認識処理を行う（レベルチェック部３１でデジタル信号に変換してもよ
い）。音声認識処理は、統計的手法、動的時間伸縮法、隠れマルコフモデルなど公知の方
法を用いればよく特に限定されない。音声認識エンジン部３２は、音声認識処理の結果に
関する応答を外部出力装置４に出力する。音声認識処理の結果に関する応答とは、発話さ
れた音声内容に対する回答にかかる音声情報や表示情報に限らず、当該音声を認識したこ
とを示す音声情報や表示情報、または当該音声を認識出来なかったことを示す音声情報や
表示情報、あるいは次の命令等の入力を促す音声情報や表示情報等も含む。
【００３６】
　また、音声認識エンジン部３２は、音声認識した結果、図示しない他の処理装置等に対
する命令であった場合は当該他の処理装置に対して命令を出力する。なお、この他の処理
装置は、音声認識装置１と一体的に構成されているものに限らず、着脱自在またはネット
ワーク等を介して無線または有線で通信するようになっていてもよい。図１に示した構成
の場合は、制御装置３に音声認識エンジン部３２が含まれているので、音声認識エンジン
部３２が、音声認識手段と音声認識手段からの応答を取得する応答取得手段とを兼ねる。
【００３７】
　音声レベル比較手段、制御手段としてのユースケース判断部３３は、レベルチェック部
３１で検出した入力音声レベルが、予め定めた所定の音声信号レベル（予め定めた所定の
音声レベル）よりも小さい場合は、周囲に音声認識の応答を聞かれたくない、又は、見ら
れたくない状況を示すモードであるプライベートモードと判断し、外部出力装置４に対し
て当該プライベートモードに対応した出力に変化させるよう制御信号を出力する。即ち、
入力音声レベルを予め定めた所定の音声レベルと比較している。そして、音声レベル比較
手段が比較した入力音声レベルが所定の音声レベルよりも小さい場合に、周囲から応答が
認識しにくくなるように第２出力手段の出力を変化させている。
【００３８】
　なお、入力音声レベルが小さいと音声認識エンジン部３２における認識率が低下する可
能性があるため、予め定めた所定の音声信号レベルは、音声認識エンジン部３２における
認識率が低下しない範囲で定めることが望ましい。あるいは、特許文献１に記載された処
理など周囲の雑音の影響を少なくするような処理を施した上で音声認識処理を行うように
しても良い。
【００３９】
　なお、図１では、制御装置３は、レベルチェック部３１と、音声認識エンジン部３２と
、ユースケース判断部３３が一体的に構成されているが、それに限らない。例えば、それ
ぞれ個別の部品（マイコン、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ等）で構成されていてもよい。
【００４０】
　第２出力手段としての外部出力装置４は、音声出力手段としての音声出力部４１と、表
示手段としての表示部４２と、を有している。音声出力部４１は、音声認識エンジン部３
２から出力された音声認識処理の結果に関する応答のうち、音声情報で入力された応答を
音声として出力するスピーカと、スピーカに出力する音量を制御するアンプ等を有してい
る。表示部４２は、音声認識エンジン部３２から出力された音声認識処理の結果に関する
応答のうち、表示情報で入力された応答を画像（テキストのみの情報も含む）として表示
する液晶ディスプレイや有機ＥＬ（Electro Luminescence）ディスプレイ等の表示デバイ
スと、その表示デバイスの表示を制御するドライバ回路等を有している。即ち、外部出力
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装置４は、応答取得手段が取得した応答を出力する。
【００４１】
　そして、ユースケース判断部３３がプライベートモードと判断して出力を変化させるよ
うな制御信号が入力されると、音声出力部４１は、スピーカから出力される音が小さくな
るようにアンプ等が増幅率を変化させる。即ち、音声レベル比較手段が比較した結果が、
所定の音声レベルよりも小さい場合に、音声出力手段から出力される音を小さくする。ま
た、表示部４２は、表示デバイスの輝度を低下させるようにドライバ回路が制御する。即
ち、音声レベル比較手段が比較した結果が、所定の音声レベルよりも小さい場合に、画像
が周囲から認識しにくくなるように表示手段の表示を変化させる。
【００４２】
　上述した説明から明らかなように、マイク２、レベルチェック部３１、ユースケース判
断部３３、外部出力装置４で、本発明の第１の実施例にかかる入出力装置１０を構成する
。
【００４３】
　次に、上述した構成の入出力装置１０の動作を図２のフローチャートを参照して説明す
る。図２に示したフローチャートは制御装置３で実行される。
【００４４】
　まず、ステップＳ１１において、入力音声の音声信号がマイク２からレベルチェック部
３１に入力されてステップＳ１２に進む。
【００４５】
　次に、ステップＳ１２において、レベルチェック部３１が、マイク２から入力された入
力音声の音声信号の入力音声レベルを検出してユースケース判断部３３に出力し、ステッ
プＳ１３に進む。
【００４６】
　次に、ステップＳ１３において、ユースケース判断部３３が、レベルチェック部３１で
検出した入力音声レベルと、予め定めた所定の音声信号レベルと、を比較し、所定の音声
信号レベルより小さい場合（ＹＥＳの場合）はステップＳ１４に進み、所定の音声信号レ
ベル以上の場合（ＮＯの場合）はステップＳ１５に進む。即ち、ステップＳ１２とＳ１３
で、音声レベル比較工程として機能する。
【００４７】
　次に、ステップＳ１４において、ステップＳ１３で所定の音声信号レベルより小さいと
判断されたので、ユースケース判断部３３が、プライベートモードとして外部出力装置４
の出力を周囲から認識しにくくなるように変化させる（出力制御）。具体的には上述した
ように、音声出力部４１は、スピーカから出力される音がデフォルトの音量よりも小さく
なるようにアンプ等に増幅率を変化させ、表示部４２は、表示デバイスの輝度をデフォル
トの輝度よりも低下させるようにドライバ回路に制御させる。即ち、本ステップは制御工
程として機能する。ここで、デフォルトの音量、輝度とは音声認識装置１が初期状態の音
量、輝度とする。
【００４８】
　一方、ステップＳ１５においては、ステップＳ１３で所定のレベル以上と判断されたの
で、ユースケース判断部３３が、通常モードとしてデフォルトの音量および輝度とする。
つまり、本ステップ実行前がデフォルトの音量および輝度であった場合は、そのまま変化
させない。本ステップ実行前がデフォルトの音量および輝度よりも低下させていた場合は
、デフォルトの音量および輝度に戻す。
【００４９】
　本実施例によれば、音声認識装置１において、マイク２から出力された入力音声レベル
をレベルチェック部３１が検出し、ユースケース判断部３３が、検出された入力音声レベ
ルが予め定められた所定の音声信号レベルより小さいか否か判断する。そして、入力音声
レベルが予め定められた所定の音声信号レベルより小さい場合は、スピーカから出力され
る音を小さくするとともに表示デバイスの輝度を低下させる。このようにすることにより
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、入力音声レベルが小さい場合は、音声認識の応答を周囲に聞かれたくない、又は、見ら
れたくない状況と判断して音を小さくしたり、輝度を低下させることができる。したがっ
て、入力に対する応答を周囲の状況に応じて変化させて出力することができる。
【実施例２】
【００５０】
　次に、本発明の第２の実施例にかかる音声認識装置１を図３および図４を参照して説明
する。なお、前述した第１の実施例と同一部分には、同一符号を付して説明を省略する。
【００５１】
　本実施例にかかる入出力装置１０は、図１に示した音声認識装置１に対してマイク５が
追加されている。第２集音手段としてのマイク５は、ユーザが発話する音声を集音するの
ではなく、音声認識装置１の周囲の音（周囲音）を集音する。即ち、発話した入力音声以
外の周囲音を集音する。
【００５２】
　マイク５で集音された周囲音はレベルチェック部３１でレベルを検出し、その音声信号
のレベル（周囲音レベル）をユースケース判断部３３に出力する。即ち、レベルチェック
部３１が、第２集音手段が集音した周囲音の音声レベルである周囲音レベルを検出する周
囲音レベル検出手段として機能する。
【００５３】
　ユースケース判断部３３は、レベルチェック部３１で検出されたマイク２が集音した入
力音声レベルと周囲音レベルとの比（Ｓ／Ｎ比）を算出する。ここで、本実施例における
Ｓ／Ｎ比は、入力音声レベルを周囲音レベルで除算した値（入力音声レベル／周囲音レベ
ル）である。そして、算出されたＳ／Ｎ比が予め定めた所定の値より小さい場合は、プラ
イベートモードと判断し、外部出力装置４に対してプライベートモードに対応した出力に
変化させるよう制御信号を出力する。即ち、ユースケース判断部３３が比算出手段として
機能する。
【００５４】
　つまり、Ｓ／Ｎ比が小さい場合は、ユーザの発話に対して周囲音が相対的に大きいこと
を意味するので、周囲に人が多くいる状況において小声で発話していると推測することが
できる。したがって、Ｓ／Ｎ比が小さい場合は周囲に音声認識エンジン部３２の応答を聞
かれたくない、又は、見られたくない状況と判断してプライベートモードの動作を行わせ
る。なお、プライベートモード時の外部出力装置４の動作は第１の実施例と同様である。
即ち、スピーカから出力される音を小さくし、表示デバイスに表示される画像が周囲から
認識しにくくなるように輝度を低下させる。
【００５５】
　次に、本実施例における音声認識装置１の動作を図４のフローチャートを参照して説明
する。図４に示したフローチャートは制御装置３で実行される。
【００５６】
　まず、ステップＳ２１において、音声信号がマイク２とマイク５からレベルチェック部
３１に入力されてステップＳ１２に進む。
【００５７】
　次に、ステップＳ２２において、レベルチェック部３１が、マイク２から入力された音
声信号の入力音声レベルを検出し、マイク５から入力された音声信号の周囲音レベルを検
出して、それぞれユースケース判断部３３に出力し、ステップＳ２３に進む。
【００５８】
　次に、ステップＳ２３において、ユースケース判断部３３が、レベルチェック部３１で
検出した入力音声レベルと周囲音レベルとの比（Ｓ／Ｎ比）を算出し、Ｓ／Ｎ比が所定の
値より小さい場合（ＹＥＳの場合）はステップＳ２４に進み、所定の値以上の場合（ＮＯ
の場合）はステップＳ２５に進む。即ち、ステップＳ２２とＳ２３で、比算出工程として
機能する。
【００５９】
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　ステップＳ２４とステップＳ２５は図２のステップＳ１４とステップＳ１５と同様であ
る。
【００６０】
　本実施例によれば、音声認識装置１において、入力音声レベルとマイク５から出力され
た周囲音のレベル（周囲音レベル）をレベルチェック部３１が検出し、ユースケース判断
部３３が、入力音声レベルと周囲音レベルの比（Ｓ／Ｎ比）が予め定めた所定の値より小
さいか否か判断する。そして、Ｓ／Ｎ比が予め定めた所定の値より小さい場合は、例えば
スピーカから出力される音を小さくするとともに表示デバイスの輝度を低下させる。この
ようにすることにより、Ｓ／Ｎ比が小さい場合は、音声認識の応答を周囲に聞かれたくな
い、又は、見られたくないと判断して音を小さくしたり、輝度を低下させることができる
。したがって、入力に対する応答を周囲の状況に応じて変化させることができる。
【００６１】
　なお、上述した２つの実施例では、表示部４２が有する表示デバイスの輝度を低下させ
ることで表示される画像が周囲から認識しにくくなるようにしていたが、それに限らず、
例えば、表示デバイスの視認角度を狭くするようにしてもよい。この場合は、例えば液晶
素子に電圧を印加することで液晶の配向状態を変化させるなどとして偏光方向を変化させ
るフィルタ等を表示デバイスの表面に設ければよい。
【００６２】
　また、上述した２つの実施例では、音声出力部４１と表示部４２の双方の制御を変化さ
せていたが、いずれか一方のみであってもよい。
【００６３】
　また、上述した２の実施例のように、スピーカ（音声出力部４１）と表示デバイス（表
示部４２）の双方を有している場合において、プライベートモードと判断された際は、表
示デバイスの表示を停止し（画面を消し）、スピーカが出力する音を小さくするようにし
てもよい。または、逆に、スピーカからの音の出力を停止し、表示デバイスの輝度を低下
させたり視認角度を狭くするようにしてもよい。即ち、音声出力手段と表示手段の双方を
有している場合は、一方の動作を停止させることも周囲から応答が認識しにくくなるよう
に出力を変化させることに含まれる。
【００６４】
　また、音声認識エンジン部３２は、図１や図３に示したような制御装置３に含む形態に
限らず、例えば、ネットワーク等を介して無線または有線で通信する外部サーバ等に設け
られていてもよい。その一例を図５に示す。図５では、制御装置３に通信部３４が設けら
れている。通信部３４は、レベルチェック部３１から入力された音声信号をインターネッ
ト３０に接続されたサーバ２０内に設けられた音声認識エンジン部２１に出力する。そし
て、通信部３４は、音声認識エンジン部２１から入力された応答を外部出力装置４や他の
処理装置等に出力する。図５に示した場合においては、通信部３４が第１出力手段および
応答取得手段として機能する。
【００６５】
　また、図６に示したように、イヤホンやヘッドホンなどの外部音声出力手段６を接続す
るための端子や外部音声出力手段６とＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などで無線通信を
するための回路やアンテナ等の出力インタフェース４３を有している場合がある。
【００６６】
　図６に示した出力インタフェース４３は、音声出力部４１と切替スイッチ４４で切替可
能となっている。つまり、イヤホンやヘッドホンが接続された場合は、切替スイッチ４４
を出力インタフェース４３側に切り替えて音声出力部のスピーカからは音が出力されない
ようになっている。
【００６７】
　図６に示した出力インタフェース４３を有している場合において、プライベートモード
と判断された際は、表示デバイスの表示を停止し、出力インタフェースのみから音声認識
エンジン部３２の応答にかかる音（音声信号）を出力するようにしてもよい。このように
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することにより、音声認識の応答を周囲に見られたくない場合に、イヤホンやヘッドホン
などの外部音声出力手段から音のみを出力させることができる。
【００６８】
　また、レベルチェック部３１と、ユースケース判断部３３をマイコン等のコンピュータ
で構成し、図２や図４に示したフローチャートをコンピュータプログラムとすれば、入出
力プログラムとして構成することができる。
【００６９】
　また、本発明は上記実施例に限定されるものではない。即ち、当業者は、従来公知の知
見に従い、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実施することができる。かかる
変形によってもなお本発明の入出力装置の構成を具備する限り、勿論、本発明の範疇に含
まれるものである。
【符号の説明】
【００７０】
　　２        マイク（第１集音手段）
　　３１      レベルチェック部（第１出力手段、音声レベル比較手段、周囲音レベル検
出手段）
　　３２      音声認識エンジン部（応答取得手段）
　　３３      ユースケース判断部（音声レベル比較手段、制御手段、比算出手段）
　　４        外部出力装置（第２出力手段）
　　４１　　　音声出力部（第２出力手段、音声出力手段）
　　４２      表示部（第２出力手段、表示手段）
　　５        マイク（第２集音手段）
　　６        外部音声出力手段
　　１０      入出力装置
　　Ｓ１２    レベルチェック（音声レベル比較工程）
　　Ｓ１３    所定の音声信号レベルより小（音声レベル比較工程）
　　Ｓ１４    プライベートモード（制御工程）
　　Ｓ２２    レベルチェック（比算出工程）
　　Ｓ２３    所定の値より小（比算出工程）
　　Ｓ２４　　プライベートモード（制御工程）
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